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論文
中 村 司

表記題名で直ぐに書いて欲しいという依頼があり，二つ返事はしたものの，さてどの論文が

該当するだろうかと考えてみた。やはり懐かしく思い出されるのは大学の卒業論文であるとの

結論を得たので30数年前の事ではあるが，思い出すま』に綴ってみることにする。

！日制大学は3年骨量jで卒論テーマは2年の後半に考えておく必要があった。先輩に相議すると，

自分の好きなテ マが良いという意見と，好きなことは何れ自分でやるから，卒論は基礎なの

で教授の専門のことをやった方が勉強になる，という 2つの意見に分れたc考えた末，私は前

者に従いq 鶏に及ぼす甲状腺ホルモンの影響”というテーマを選んだ。しかし鶏を飼う場所

が大学には無く，また下宿の身だったのでなすべくもなかった。率い私の父がご親交を頂いた

蜂須賀正氏博士を通して，山階芳麿博士にお願いし．大橋の先生のJ]IJ!ijlの方で山階鳥類研究所

の分室として，交配実験などをしておられるのでそこでお世話になることに定まったゐ甲府の養

議所からひなを講入し愛車で葉山の先にある大楠まで運び，ゲージを作ってひなを育てるこ

とになった。何一つ経験のない私であったが，山階先生や奥僚が手をとって教えて下さった。

先生ご自身，ハンティングに，、ンマーを持ってケージを作られ，動物学者はこのくらいのこ左は

自分でできなければいけないとさとされた時には，本当に心から敬服しまた感謝した次第で

ある。頂度その頃先生は細胞学に基づく動物の分類（後の遺伝学会賞）を執筆しておられ，バ

リケンの交配実験などをしておられたが，私にとっては見るものすべて新しいもので大変得

ることが多く充実した毎日であったo愈4データを揃え先生に見て頂いたところ，山階先生の

ご感想は，特にホルモンなどの影響を謁べたりする場合は，経口にせよ注射にせよ必ず強い影

響がBi,hれスが叶m至m竺竺圭＇＂＇＂＇~い之比藍が員暴をある主いラ，霊堂jこ主＊虫で主主主ご主

見を頂いたことを思い出す。実験は二度繰り返された。やがてあっという聞に数ヶ丹が過ぎ．

いよいよ論文を書く段取りになった。田中義麿簿士の論文の書き方を参考にして何度も書き直

しやっと序文，材料及び方法，論議，結論，文献と形を整えた。結局科学論文で大切なことは，

良い論文を書くための周到綿密なプランを立て，労をおしまず努力して実験観察を行えば，書

く時はそれらを顧に追っていきさえすれば良いのであると強く感じたのである。邦文を書き終

えてから，英文にしてみようと思い立ち早速始めてみたが，全体の三分のーもいかないうちに

提出日が迫ったので英語と邦文のチャンポンのま L提出することにした。大学の指導教官は高

槻俊一教授で貝の生理の権威者であったが，その都度報告を申し上げたので心よくご理解下さ

り讃辞とAを頂いた。始めての論文だけに嬉しさが込み上げるのを禁じ得なかった。

実質ご指導頂いた山陪先生と，野きな事をさせて下さった亡き高槻先生に感謝申し上げる次

第である。今は学生の卒論指導に当たる立場だが，昔の自分のことを考え，学生と相譲しなが

らテ マを決めている。
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論文のまとめ方

研究の結果をまとめ，それを論文として発表することは，研究を行う上で非常に大切なプロ

セスのひとつですが，同時にとてもしんどい作業でもあります。

一昨年．鳥学会三重大会でのシンポジウム fこれからの日本の鳥学」に先立ち．鳥学会会員

200人に対してアンケートを行いました。その結果わかったのは．多くの会員が実際仁テー

マを決めて鳥の観察．研究を行っているにもかかわらず，それをまとめて論文として発表して

いる人がとても少ないことでした。論文を書かない理由の多くは，まとめの時聞が取れないと

いうものでしたが，なかには．論文や図表の書き方がわからないといった技術的な理由から，

せっかくのデータを議文にしていない人が多くいました。

そこで今回は．論文を書〈上でのち I つ在したコツや，経験禁，苦労話を，何人かの研究者

に書いていただきました。自分の研究をまとめて論文を書こうと考えている方々の参考になれ

ば幸いです。

昨年．信州大学で開かれた鳥学会大会でも，非駿業研究者による立派な発表が数多く見られ

ました。あのような研究の多くが論文として発表されるようになれば，日本の鳥類学もさらに

発展するに間違いありません。多くの人が論文を発表して， f日本鳥学会誌』がいつの日か．

『Auk』や『 Ibi s』のような分厚い雑誌になることを期待したいと思います。（百瀬浩）

詩文を書くうえで

苦労した乙と 伊藤信義

はじめて論文を書いたのは戦時中のことで．

片カナまじりの文語体であった。そののち験

後の幾度かの表記法改正に遅いながら医学

の論文40篇余と単行本3冊をものにしてきたo

q 医学者は一般に論文の書き方が下手だ”と

はよく聞かされる批判であるが，事実この領

域では査読制度の採用もずいぶん遅れていた。

加えて，私の研究は独自のもので，校関も名

のみであった。かねて，論文のまとめ方につ

いて心をとめていた私が頼みとしたのは，田

中義麿：科学論文の書き方k，発刊されたば

かりの富田軍二：科学論文のまとめ方書き方

（当時，これらの本があることさえ知らない

者が多かった）であった。このたび同鳥”の

原稿をまとめるにあたり，この2者の最新版

を手にして，すでに30-40回も尉を重ねてい

ることに，論文を書〈人の数とその関心のほ

どを想い，今昔の感に堪えないものがあった。

さて，論文を書く上で”苦労したこと”と

いう題を与えられたが，私の場合はむしろ”校

閲者に対して如何に苦労をかけたか”と題し

た方が適切だとさえ思うのである。議文はい

つもの如く方法－論議から始めて次に緒言と

いう顧にまとめたのであったが，その原稿に

目をとおされた先生は先ず”難解だ”と評さ

れた。そして．長い原稿をばっさりと切って

2篇とし図や表を作りなおすよう命ぜられ

たo けっきょく残ったのは，データと骨組み

だけとなってしまった。いわれたとおりに図

・表をつくりなおしているうちに，考察の筋

も自然とつかめていった。その考察に対して

もすみずみまで批判を加え，さらに一宇一句

もかりそめにしない姿勢を教えられた。ある

いはけなしあるいはい』気持にさせられる

校関者との聞を再三・再四往復する原稿にい

っぱい朱が入って届〈度に，未だこれほどに

手をとってもらったことのない私は感奮した。

徹底的な文字通りの添削により拙い原稿が徐

々に批判に耐える委になってゆくことはい』

ょうのない喜びであり，はじめて”原績を書

いたな”という気分を味わわせてもらったの

である。

もしこのように熱心で優れた指導者と膝

を交えて計画を練り，結果をまとめるのであ
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れば，データの割愛や調査のやりなおしなど

は起らないであろう。しかしその幸運に恵

まれない多くのアマチュア研究者が論文を書

くときは．まず学会発表によってPriority

を確保しまた批判をうけることにしたい。

そして．原稿書きには十分に時日をかけ，読

む人の身になって練り直し限必ず妻名させな

がら”じっくりとまとめ，さらに友人にも白

を通してもらうなどして推蔽を重ね，それか

ら佼簡をうけることにしたい。これで議文を

書く”苦労”もおいおいと u 楽しみ”となっ

てゆくものと信ずる。いやしくも研究に志す

ほどの者は，謙虚・純真・素直な心で教えを乞

う心構えが第ーだというのが，私の信条である。

~交を書く萌に

上回恵介

論文を書きはじめてまだ数年の怠が，こん

な大それたタイトルで書かねばならぬ破目に

なってしまったが，自分自身の経験から，こ

れから論文を書こうとする人に何らかの参考

になればと思い，いくつか気づいた点を述べ

てみたい。

①英語て書くか，日本語て書くか

さて論文を書こうと思う人が，まず悩むの

はこの点であるa 日本語で書く方が簡単なこ

とは言うまでもないが，なんとなく英語の方

が fカヴコいいJし他人の評価も違ってく

るような気がして， 「ああ．自分が英語留の

国主主まれて寸いた可ちな:'J>J-E'恵ち天も多いを

里、う。

しかし要は中味の問題であって．つまら

ぬ内容を英語で書くより，良い内容を日本語

で書いた方がはるかに良いと思う。日本人の

研究者にとって，英語の論文を読むのはやっ

ぱり面倒である。けれど日本語で「鳥」や

f山階鳥研報JやI日本生態学会誌Jなどに掲

載された論文は，日本のほとんどの鳥の研究

者は目を通してくれる筈であるし引用率も

高い。さらに現在では rAukJとfibisJの

共同の付録として世界の鳥類学関係の論文抄

録が年4匝発行されているので．それらが海

特集・論文のまとめ方一一一一

外の研究者の目にとまることも多く＇ .811嗣の

請求も少なからず来る。

今はまだ研究者の数に比して，これらの雑

誌に叢る日本語論文の数は少ないが，これが

もっと増えていけば日本の鳥学のレベルの向

上にも役立つし鳥学者の交流もさかんにな

ると思われる。特に大学や研究機関におられ

る中堅以上の研究者の方荷が，よい論文を日

本語でどんどん園内誌に投稿されることを，

若手を代表してお願いしたい。

しかし，まだ職を得ていない院生等の若手

研究者の場合は多少の苦労はあっても．英語

で書くべきであろう。ひとつにはこれから研

究者をめざす者は世界的なレベルで尽勝負”

してもらいたいということ，もうひとつは，

つまらぬことだが，就職の際の業績評価には，

必ず英語論文の本数が入ってくるからである。

②表がよレか図がよいか

迷う点である。読む者の立場からすれば．

明らかに図の方がみやすい。しかし図にもり

こめる情報量はどうしても限られてくるので，

サンプルサイズや有意差やもとのデータを知

りたい時には詳しい表があったらなあと思う。

一般的には日周性や季節変動など，動的な

ものを表わすには図の方がよく．一腹卵数や

繁殖成功率のデータを比較するときは表の方

がよいだろう。もちろんなわばりや行動酉な

ど，図でしか表わせないものもある。それか

6表で遣えためE同じ三をを菌lごして夜疋ち

ない。そしてわざわざ表にしなくても本文中

で述べられることは表にする必要はない。つ

いでだが図や表はかなりの印刷経費がかかる

ものであるから，自己負担するのでない限り，

必要最小限にとどめるのが投稿者のマナーで

あろう。

③平均値ばかりが大切ではなレ。

ついつい安易に平均値を計算してしまうく

せが研究者にはあるが，たとえば巣内のヒナ

が捕食者にやられる時など．死亡は Allor 

No=式におこる。ヒナ数5羽の巣2);10個あ

って．その半分が捕食者にやられたとき.r平
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ー一一一特隻・詩文のまとめ方

均巣立ちヒナ数は 2.5羽ですj というのは余

り意味がない。子均値はサンプルの分布が正

規分布に近いときに意味をもっ。場合によっ

てはメジアン（中央値）やモード（最頻値）

を用いた方がよい場合もあろうし平均値か

らはなれ数値が本当は大きな意味をもってい

ることだってあるのである。

自分のデータを慎重に吟味して，それをど

う表現すれば．言いたいことが読者に伝わる

かどう表現すれば収おもしろい”か．論文

を書くものにはサービス精神も必要である。

内容のまずさを難解さでごまかそう左しては

ならなL、。本当によい論文は．誰が読んでも

すっきりしていて．おもしろいものである。

参考文献の提し方，

集め方 浦野栄一郎

諭文をまとめる際には，民達する文献を読

むことが必要となる。文献を読むことは，自

身の研究の学問的位置づけを明らかにする上

で重要な作業である。先人の柔績を尊重し，

何がその論文の新知見なのかを読者に判り易

く示すためにも，文献は公平かっ正確に引用

しなければならない。

しかし，自分の研究と関連する多くの文献

を探し出し子に入れることは，研究機関に

所属する専門家を除いては，容易なことでは

なU、。

〔手づる式検索法〕

文献の察し方として最もオーソド.， ？ス・な

のは， lつの論文の引用文献の中から必要と

思われる論文を選び出し更にそれらの文献

表の中から…左手づる式に手繰っていく方法

である。この方法では，種芋（歳初の論文）

をどう探し出すか，がポイントとなる。その

際，参考になりそうな文献を以下に紹介する。

量近は文献表の充実した鳥類学や動物生態

学・行動学の論文集や教科書が数多く出版さ

れている（例えば，森岡他編， 1984. r現代
の鳥類学」朝倉書店． 樋口広芳， 1978.f.烏

の生態と進化j思索社． クレプス・ディピ

ス（援団・上回・山岸訳）， l切4.r行動生

態学を学ぶ人iこj蒼樹書房．）。特に黒団長

久， 1982. r鳥類生態学j出版科学誌合研究
所，には 136頁に及ぶ文献表が付いている。

山階鳥研報 15巻1号（ 1983年）には第7

巻（ '73年）から第 14巻〈’82年）までの

総目次が載っている。また鳥学会では会誌

『鳥Jの総索引作りが進められている。

いささか趣は異なるが，日本野鳥の会研究

報告処 Strix”には毎巻，雑録として寄贈・

講入文献約リストが義っている。新しい文献

が多く，また一般には入手しにくい地方出版

物や官公庁発行の委託調査報告書がかなり集

められている点で，利用価値は高いt残念な
ことに記述法が一般的でなく，誤植も散見さ

れるので，注意が必要である〉。

検索の手掛りとする議文としては．できる

だけ新しいもの，総説的なものが望ましい。

新しいもの程，引用されている文献にも新し

いものが含まれている〈当り前／）。章容説は

そのテーマに関する重要な論文が続長量的に引

用されているし何より，自分のテーマに関

する研究史や問題点、を知る上で格好の指針と

なる。

手持ちの資料からは，手鍋りとする論文が

見つけられない場合には，その分野に詳しい

人に教えを請うのが良い。学会の大会や例会，

地区懇談会（特に懇親会）は，ってを得る絶

好の場だ。有名な先生方は恐れ多くて，とい

う人は，大学院生クラスに相談するのが良い

だろう。（現在，各地の院生が協力して，コ

ンビューターを利用した文献情報の管理作業

を進めている。詳しくは烏学ニュース－＜（ 16 

p,6を参照されたい。）

〔入手法：コピーの依頼〕

読むべき文献は判ったけれど，どうやコて

手に入れたら良いのか？ このような人のた

めに，鳥学会事務局や山階鳥類研究所では，

文献複写の依頼に応じている。いずれの場合

も，希望する論文の著者名・発行年・表題・

錐誌名・巻（号｝頁をハガキに書いて申し込

むと，コピーが郵送され，同時に代金（コピ
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一代＋送料実費）が請求される。コピー代金

は1枚当り，烏学会25円，山階鳥研は一般

100円，学生50円。 山階鳥研の方は．枚数

が多い場合には割引もあるとのことなので，

直接，同研究所資料室へ問い合わせられたい

（鳥学会への請求法については鳥学ニュース

広 16.p.9参照）。

なお，鳥学会に請求する場合は，希望する

論文の載っている雑誌が学会にあるかどうか

を必ず確認すること（鳥学ニュース必15.p. 

12 13 r外国交換雑誌についてJ参照っ欠号
もあるので注意／）。また山階鳥研の所蔵図

書については，蔵書目録が発行されている。

この他，国立大学の図書館に依頼すると，

他大学の蔵書（目的の雑誌の所蔵先も検索し

てもらえる）のコピーを取り寄せることがで

きる。ただし大学関係者以外の利用には制限

がある場合が多いので，各大学の図書館利用

規定を確認されたい。

上記の機関または個人に依頼する際に注意

すべき点として ill該当論文の書誌要素を省

略せず．正確に記すこと（2）時間の余裕をみ

ること（3）支払いは指定の方法で速やかに行

うこと，が挙げられる。 (l）の手間を惜しん

だために不完全なコピーを受け取り．再請求

する．という事態は，依頼者の金銭的・時間

的損失となるだけでなく，依頼先の担当者に

多大の迷惑をかけることになるo 指定された

文撃を箆しとし三ュι＝を色！｝.－.－$送する，ー

という作業は想像以上に時間がかかり体力を

使うものであることを，依頼する側は忘れて

はならない。

（文献情報の検索・コピーの提供を業務とす

る機関・業者もあるようだが今回は割愛した。

興味のある方は別項で紹介してある田中（ 19 

82）を参照して頂きたい）。

修正を要求された時

の対応 山岸哲

特集・論文のまとめ方一一一一

ると， ［お前が一番，修正を要求された経験

があるだろうから，その経験を書けJ（考え

てみなくともそうなのだが）ということなの

だろう。役に立っかどうか心もとないが思い

つくま Lら列する。

まず，修正要求を見ると私の経験では頭に

血がカヅとのぼるのが普通たお頭に血がのぼ

ると大抵は適正な判断ができにくくなるので，

しばらくそれは放って別の仕事をし冷却期

間を置いてみる。再度取り組むときにはかな

りレフリーの言うことが理解できる（大抵は

的を射ていることが多い）。指摘されたこと

に謙虚に耳を傾けることができる態度が自分

の論文をみがき上げる重要な点になるだろう。

全く逆のことを言うようだが，充分冷却期

間をおいても，まだ自分で納得のいかない時

には安易な妥協はしないことが肝要である。

自分の考えをていねL可こ書いて， fこれこれこ

うだから，私はレフリーの指嬉には従えなし、J

と正直に言うべきである。レフリーがとんでも

ない誤解をしていることもあり得るのだから。

概して，修正要求に従って論文が前より悪

くなったという例は，まず私の経験ではなか

ったように記憶する。 1にも2にも，頭を冷

やすことだ。どんないい論文でも 2～3回の

修正は受けているのが普通なのである。

~に，今度は修正を要求する者の立場から

ひと言つけ加えておきたい。レフリーは皆忙

七い中を，一位-A;Q}孟立に芝、なりの語力走か吟

て読み，かつコメントを入れるわけだが．こ

の仕事がむくわれるのは，当該の論文カ鴇の

白を見たときである。少し悪い所を指摘さ

れた位で，その論文の修正再投稿を著者にあ

きらめられてしまったのでは．何のために大

切な時間をさいて校閲したのかわからなくな

ってしまう（もちろんその論文が修正すれば

掲載可能である場合だが〉。また，鳥学の進

展のためにもおしいことである。この点で少

今号の「特集ベージjの編集をまかせられ しアキラメの早すぎる方が烏学会々員のなか

た若手の院生・ ODから表記のタイトルの内容 にはおられる気がするがいかがであろう。

について私に書けとの指令がきた。考えてみ 最后に投積規定に合わない議文が送られて
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一一一一特集・論文のまとめ方

くることがある。これはもう修正以前の問題

であって．ここまでレフリーに修正させるの

は大変失礼なことである。普通はレフリーに

まわる前の事務受付の段階で返送されてしま

う。投稿する前にもう一度．投稿規定を読み

直して欲しい。

f論文の書き方J
文献案内 浦野栄一郎

今回の特集のために書店へ行ってみて．目白

文の書き方j fレポートのまとめ方Jcいっ
た題名の本の多いことに．改めて気づい

た。これらの本を一通り調べて要領良〈紹介

することは．私の能力に余ることなので，本

稿では，弘自身あるいは私の周辺の人が使っ

ている何冊かの本を紹介するに留めたい。

1)木下是雄， 1981. 「理科系の作文技術j

中公新書624.480円． 本書が対象とする

理科系の仕事の文書（手紙．所属接関内の報

告書類，仕様書，学生のレポート，論文．解

説書等）とは「情報と意見だけの伝達を使命

とするといってもいいJという，著者の主張

が全編に強く打ち出されている。

11章からなり， 1～8章前半では，常に念

頭に置くべき心構えについて語られ， 8章後

半以後は，かなり具体的なマニュアルとなっ

ている。 t'..は本書を辞書と共に研究室の机上

に置き．随時参照しているが，そのような時

に開くのは，もっぱら後半の章である。しか

し時たま前半を読み返すと， J、y とさせら

れることが多い。 11章f学会講演の要員lは

言わば付録であるが，私には重量も参考になっ

た。

2）回中義麿・田中潔， 1959. r科学論文の
書き方J裳華房． 3700円． 伊藤信義さん

の文中にも登場する，類書のバイオニア的存

在で，現在は増補第31版が書店に並んでい

る。

3）田中潔， 19s2. r手ぎわよい科学論文の
仕上げ方」共立出版. 1800円． 著者自身

によれば，前掲書が I正統派的，古典的な風

格を備えているとすれ』ま．本書l土重点的．現

代的という特徴を持つj（序言より〉。実際．

2）と比べて，具体的，技術的な面に重点~重

かれている。 4章「表と図J. 6章｛印刷と

校正jでは，論文を書く側が心得ておくべき

印刷技術について紹介されており，私には参

考になった。裂図用品等についても詳しい。

以上，主として日本語論文を書くための参

考書を紹介してきたが，英語左日本語の文章

表現の違いを除けば（と言っても，この違い

が書〈方にとっては非常に大きいのだが…〉．

論文の書き方は共通である。その意味で，数

多く出版されている f英語論文の書き方jと

いった本も参考になる。

初めにお断りしたように，今回紹介したの

は類書の中のごく一部であり，ここで取り上

げなかった中にも良い本は沢山あることと思

う。どの本にもそれぞれの特徴があり．各人

が実際に手に取ってみて，自分が使い易そう

なものを選ぶのが，一番良いと思う Q 全警が

その際の一つの目安にでもなれば幸いであ

r正富民主主主主持三百三時前明言説五五年時五五時三五五～＇＂＂＇弘子，..，，.，汁
る。
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・zJP
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4
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会誌名の変更・原稿募集

創刊以来毅しまれていた f鳥jの誌名が，本年度から「日本鳥学会誌

J a伊即日 Journal of Ornithology j と変更になります。これは本誌，f6.15 

のDiscussion面の主旨にのっとり決定されたもので，より国際的な学会誌とし

ての第一歩となります。競ってご投手そ下さいc なお送り先は下記に変更になりま

した。 干07901北海道美唄市光珠内 専修大学北海道短期大学

9

・
zr

－9

・zve
‘Z匂正富宏之宛（電話） 01266-3-4321 

仁三草加担叫市民主軍部市叫明言。ε時中叫時時弘中年時岳山弘之五千i
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Movement 

日本鳥類標識協会 創立されるノ

本年2月9日（日），山階鳥類研究

所において日本鳥類標識協会創立総会

が開催された。これは昨年8月 17日

に山階鳥類研究所標識研究室（室長：

吉井正）が中心となって同協会の設立

準備委員会が結成され，その後の準備

委員会の討議を笹て開催の運びとなっ

たものであるoま急会は全国から 60名

近くが参集し盛況であった。

総会では参加者全員の養成のもとに

日本鳥頑標識協会が設立され，会長

黒田長久，副会長：吉井正，をはじめ

評議員やその他の役員，会則が承認さ

れた。当日の午後は約 1時間の意見交

茂田良光

民需要量長 二一靖

国本易額損草区立計三

日本鳥類標識協会創立総会（山階鳥額

研究所講堂にて ’86. 2. 9) 

換の後，黒田長久ー鳥額標識の意義，吉井正 アジア地域における鳥類標識，と題する記念講

演があり，続いて短報として風間辰夫－鳥類標識による新湯県の新記録種，長谷川博：アホウ

ドリの標識研究，の報告があった。

翌2月10・11日の両日には， 千葉県香取郡東庄町笹川！と鏡子港でそれぞれ，標識調査と祭

烏会のエキスカーションが開催され，参加者 41名でこちらも盛況であった。 10日には笹川

でオオセッカ 7羽が標識放鳥されたが，そのうちの1羽は昨年8月 18日青森県三沢市仏沼に

て放鳥された幼鳥であった。

同協会の活動内容には， (1）会誌の発行（2）研究会等の開催 (3）マニュアル・設術書の発行

(4｝協同調査（5）外国標識機関との交流，等が掲げられており，財源は会費・寄付金・その他の

収入があてられる。会誌の内容は．標識謁査による調査・研究，各地の標識調査状況，議思I].

要議豆扇i三踊子7る報~－；－文献紹介；情報支換，等でB Sr.ti年 3 回発行の予iで~る： －ー ー

同協会の会費は正会員・協力会員年額3,000円（賛助会費年額 10,000円）で，鳥類標識調査

を行なっていない人でも入会できる。なお入会の申し込みや問い合わせは，下記宛

〒270-11千葉県我孫子市高野山字堤根 115 山階鳥類研究所内

日本鳥類標識協会 （電話 0471-82一1108) 

近畿地区懇談会 1985年度活動報告

昨年度は下記の 3 回の例会を兵庫，大~，京都で行いました。

第 23回例会一 1985年3月17日（日）伊丹市立博物館（兵庫）

1. 渓路島の－：，， ロチドリ〈山崎博道氏）

2. 三重県のシロチドリ（樋口 行雄氏）
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3. シロチドリのなわぽりとつがい形成（平笹 山治氏）

4. カイツブリのなわばり制（大空 はるみ氏）

5. 鳥の網膜の着色油球について（権藤真禎氏）

6. 1984年度活動報告．会計報告 参加26名

一第 24回例会一 1985年7月27日（土） 大阪市大文化交流センター（大阪）

1. 京都におけるアオメズタの生態（富田 良雄氏〉

2. ~tボルネオの鳥のさえずり一森林の鳥の音響生態学 （百瀬浩氏）

3. 琵琶湖東岸におけるサンカノゴイの繁殖本邦初確認と今後の問題（前回 崇雄氏）

参加20名

第25回例会 1985年 12月8日（日） 東山会館（京都）

1. カワガラスの食性（小藤弘美氏）

2. カワガラスのねぐら行動（橋口 大介氏）

3. カワガラスの営巣について（馨井格氏） 参加 16名

近畿地区懇談会は年会費 500円です。近畿地方在住の鳥学会会員の方の御参加を歓迎しま

す。また烏学会会員以外の方々の参加も認めています。今年の4月から事務局が兵庫（干664

伊丹市桜ケ丘5-2-6 板根隆治方）へ移りました。

「読者の情
報コーナー」． コシアカツバメの繁殖分布を

調べてし、ます

ツバメ類の繁殖分布調査を行なっています。

なかでもコシアカツバメについて，増減の傾

向，営巣場所の選択，他種との関係等に関心

を持っています。そこで，他の地域での状況

Information 

｜新刊書ニュース i
続々・ I CB Pの専門書

I C B Pから発行されている専門書シリー

ズのひとつとして，ワシタカ類の保護研究に

ついての本が出版されました（本誌16号7瓦

17号6頁参照）。

災ewton, I. & Cbamcel lor, R. D.（吋）

19部.Conservation Studies of Raptors. 

492 pp. ICBP Technical Publication/ 

【出版物案内】

1) 山階鳥類研究所標識研究室（編） . 1985. 

（山岸哲，上回恵介）

や西南日本と東北日本の違いを知りたいと考

えています。

会員諸氏のフィールドでは，いかがでしょ

う治、何か情報をお持ちの方がいらっしゃい

ましたら，ぜひ御一報お吾、いします。

〒710 岡山県倉敷市中央2 6 -1 

倉敷市立自然史博物箆江田仲司宛

ノヌJl.o.5. ICBP. 

1982年にギリシャのテサロニキで催され

た第2回ワシタカ類世界会議の成果をまとめ，

ハゲワシ類研究集会の報告をも含めています。

特に地中海地方のワシタカ類の窮状を報告・

討議しそのほかに熱帯林に生息するワシタ

カ類，ワシタカ類の渡り研究，ハヤブサ研究

をとりあげ，さらに保護管理をも論じていま

すh送料（船便）ごみで25.5ポンド（約7,000円）

鳥学会でまとめて注文します。希望者は葉書

で連絡して下さい（代金後払い）。前号まで

に紹介した本の注文も受けます。約2カ月で

届きます。宛先長谷川博。

ノ年）J 8十 202頁．山階鳥類研究所．

鞍後．鳥類標識調査が再開されてから1983

「日本の鳥類標識調査（昭和36年～昭和58/ 年までの調査の成果をまとめている。特に．
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280人の研究者・専門家に執筆を依頼して編

集した「鳥学事典J.A 4判よりわずかに小

さいだけの大判の本。それだけに持ち運び不

便． I冊購入して必要な跨に見ることができ

るようにしておくとよいだろう。

標識鳥の回収データを一目でわかるように地

図て示していて有益。

Cambell, B. &Lack, E. (ed) 1弼5.

30十670pp. T. 

39ポント．

2) 

_-¥ Dictionarv of Birds. 

&A. D. Poyser, Calton V. K. 

イギリス鳥学会が世界各地で活躍している

アメリカへ留学樋口広芳氏，

ミシガン大学へ留学されました。

現地ではスベイン留学中の奥様と合流されるとか。はたして1年で帰国するか否恥

巷ではひそかにカケが行なわれているふしがあります。それはともかく本誌ではアメ

リカの鳥学の現状をレポートしていただく予定です。乞ご期待／

1年間の予定で．幹事・評議員の樋口広芳さんが，

会員のためのニュースレター

本誌は会員のための実用記事．学会からの連絡の他，会員自身が利用していただく f交流の

場」も兼ねています。とくに「読者の情報コーナーJは自由に使える紙面ですc情報・資料の

収集への協力依頼．図書や文献の探索と交換， レンズ・ビデオの売買など何でも結構です。た

だし責任は投稿者で負って下さいc原稿の送り先はニュース編集部。

ア：，・，曹司E’ヘ..、

＋ 
＋ 
＋ 
＋ 

長野と続いた大会は 今年，千葉の習志野で開催されます（大会通知同封） o : 

時 1986年間 13吐） , 14 （日） ＋ 
＋ 

場所東邦大学習志野キャンバス（千葉県船橋市三山） ＋ 

例年と同じく 一般講演ポスタ 発表，シンポジウム フィルム（円 R）発表 ； 
を募集します。昨年度の大会ではポスター発表砂なく スライトを用いる一般講演 ； 
1＝集中したため，プログラム編成がき申うくつになり．聞きたい発表をきけなかった ＋ 

＋ 
人もでてしまったようです（『ニュースJ18号6頁参照）。 ＋ 

その反省から，今年はボえタ一発表を積極的に申し込んでほしいE思凶ます。ぞれ ？ 
に適した会場とポスタ←作成に必要な用品を用意します。また，最近普及しているV ＋ 

TR発表をも制します（ただし簡潔にまとめたものに限ります）。 ； 
シンポジウムのテーマは， f都市環境に生息する鳥類の生態jで．都市鳥研究会の ＋ 

研究成果が発表される予定て寸o 話題提供を希望する人は 世話人の唐沢孝一，川内 ； 
博両氏と連絡をとって下さいo エタスカーションは行ないませんが干湯の鳥類を観 ； 
察するのに適した場所に案内します。 ＋ 

今年の6月には4年に 1度の国際鳥学会議がカナダて骨催さ払それに付随してI ； 
CB Pの世界会議も開かれます。これらに参加する会員もかなり多く．いろいろな土 ？ 
産話が披露されるにちがいありません。 占

（長谷川 博．〒274 千葉県船積市三山．東邦大・理・生物． ＋ 
＋ 
＋ 
＋ 

1986年度大会の案内フJ: し千葉で会いま

三重，
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動のさ先ずり、
羽ばたきが闘乙えてくる。
小学館の野鳥の：$.。

小掌館

和田剛一写真集

野鳥讃歌
定壬3度目同

小学館の学習百科図鑑
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好評発売中

〈長野大会の記念写真をおわけします〉

昨年度の長野での大会時の記念写真（約9x 13 cm ）をエキスカーション時の写真を， 1~

120円（送科込み）でおわけします。希望者は長谷川博（住所は前頁）まで申し込んで下さいこ

t切手可）

〈農学ニュースの広告につレて〉

本ニニースレターでは「広告」を掲載しています。発行部教は約 1,100認ですが． レベル

の高い会員対象ですので，宣伝効果は高いはずです＝会員の方で関係された書籍・レコード・

療器などありましたら，本誌に広告を載せるようお勧め下さL、申し込み・連絡先はニュース

編集部ですc

ニュース爵集部
干 112東京都文京区大塚5 40 10 （電話） 03(943)2161 

日本大学豊山高校 川内博宛

、’ V V 】 ν ........................... ..... 

、’ v 、’ W 】........................巳】

編集後記

ダプル・博で編集を引き受けて，早3年がたってしまいました。種々に工夫を凝らしたつも

りですが，まだまだ軌道にのりきれない面があり残念ですーをくに会員が f利用Jするという

趣旨が主かされていない点が，編集子としては力不足を感じています。

ところで，今回の特集は近畿地区在住の会員によって組んでもらいました。感謝いたしますc

これからも年に 1回程度は，東京以外の地袋で特集を考えてもらう予定です。 ( Ill内｝
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